








1.研究目的 

児の未熟性は心身障害発生の重要な因子であるから,未熟児発生の最大原因である早産の

成因を明らかにし,確実なその対策を見出すことは心身障害予防の基本となすものと考え

られる｡しかし,早産の成因はその複雑多様性から,一部の原因因子を除いて殆んど不明で

あり,従って確実な対策にも乏しいといえる。本分科会においては,昭和 52 年以来①疫学部

門,②病理部門,③内分泌・生化学部門,④子宮収縮部門と 4つの領域からその成因を明らか

にするとともに,早産の予知,早期発見,子宮収縮抑制法の検討など早産防止の有効な対策

を立てることを目的として研究を行ってきた。 


